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 要 旨   
背景： 
 赤ワインは動物モデルで血管内皮への防御効果を持つことが示唆されている。しかし、

この効果がヒト微小血管でも見られるか、そして、この効果は特定の赤ワインによるもの

なのかどうかは不明である。本研究では、正常血圧と本態性高血圧被験者の皮下微小抵抗

動脈に対する血管拡張効果について、フラボノイド含量の異なるいくつかのワインとエタ

ノールで比較検討した。 
方法： 
 27 人が正常血圧被験者、26 人が本態性高血圧被験者であった。被験者の皮下微小抵抗動

脈を切除し、微小筋収縮作用測定装置に装着し、以下の被験物質の血管拡張反応における

用量-応答曲線（20、30、50 μ）を評価した：NO 合成酵素阻害剤（L-NMMA 100 �mol/L）
を添加した条件と添加しない条件下で、（i）小さなオーク製の樽で製造された赤ワイン（EB）

（銘柄、Barolo Oberto 1994）、（ii）大きな木製の樽で製造された赤ワイン（LB）（銘柄、

Barolo Scarzello 1989）、（iii）スチール製タンクで製造された赤ワイン（銘柄、Albarell 
Rosso del Salento 1997）、（iv）スチール製タンクで製造された白ワイン。 
結果： 
 正常血圧被験者と本態性高血圧被験者の両方で、赤ワインの用量-反応的な血管拡張効果

が、特に EB と LB で観察された。観察された血管拡張効果は L-NMMA の添加後も低下し

なかった。 
結論： 
 赤ワインはエタノール単独よりも強力な血管拡張効果を持ち、この効果はポリフェノー

ルやタンニン酸の含量に由来するものと考えられる。本態性高血圧被験者も正常血圧被験

者と同様の反応であることから、赤ワインは本態性高血圧を有するヒトが飲酒しても有害

ではないと考えられる。 

 




